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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年2月22日(2018.2.22)

【公開番号】特開2015-193812(P2015-193812A)
【公開日】平成27年11月5日(2015.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-068
【出願番号】特願2015-50263(P2015-50263)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  81/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    5/04     ＣＥＺ　
   Ｃ０８Ｌ   81/02     　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    7/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月10日(2018.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）強化繊維に、（Ｂ）ポリエステル、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリエーテル
エーテルケトン、ポリエーテルケトンケトン、ポリエーテルイミド、ポリスルホン、ポリ
アリレートおよびポリフェニレンエーテルからなる群より選択される１種以上の熱可塑性
樹脂および（Ｃ）下記一般式（１）で表される環状ポリアリーレンスルフィドを含む（Ｄ
）樹脂組成物を含浸してなる成形材料であって、前記成分（Ａ）～（Ｃ）の合計１００重
量部に対して、前記成分（Ａ）を１～８０重量部含有し、前記成分（Ｂ）と成分（Ｃ）の
比率（（Ｂ）／（Ｃ））＝１０／９０～４０／６０（重量比）である成形材料。
【化１】

（上記一般式（１）中、Ａｒはアリーレン基、ｍは２～５０の範囲を表す。）
【請求項２】
３２０℃において、前記（Ｄ）樹脂組成物中の成分（Ｂ）と（Ｃ）が相溶している請求項
１に記載の成形材料。
【請求項３】
前記成分（Ｂ）の３２０℃における溶融粘度が５０～５０００Ｐａ・ｓである請求項１ま
たは２に記載の成形材料。
【請求項４】
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前記成分（Ｂ）がポリエーテルケトンケトン、ポリエーテルイミド、ポリスルホン、ポリ
アリレート、ポリフェニレンエーテルからなる群より選択される１種以上の熱可塑性樹脂
を含む請求項１～３いずれかに記載の成形材料。
【請求項５】
請求項１～４いずれかに記載の成形材料を２５０～４００℃にて加熱することにより、成
形材料に含まれる前記成分（Ｃ）を（Ｅ）ポリアリーレンスルフィドに転化する成形品の
製造方法。
【請求項６】
前記成分（Ｂ）および成分（Ｅ）を含む（Ｆ）樹脂組成物が、前記成分（Ｂ）が海相、前
記成分（Ｅ）が島相である海島構造を形成しており、島相同士の粒子間距離が０．５～５
μｍである、請求項５に記載の成形品の製造方法。


	header
	written-amendment

